
取付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく取り付けてください。

この説明書では製品を安全に正しく取付けていただき、
お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に
防止するために、色々な表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

次の絵表示で区分し、説明して
います。

この表示を無視して、誤った取扱いをする
と人が死亡または重傷を負う可能性がある
ことを示しています。

電気工事は電気工事業者に依頼し、電気設備基準や内線規定にした
がって、確実に行ってください。

誤った電気工事は、感電、火災の原因となります。

電源にコンセントプラグを使用する際は、定格仕様のコンセントを単独
で使用してください。（施工方法３ー３参照ください。）

他の機器と併用するとコンセントなどが発熱し、火災のおそれがあります。

この表示を無視して、誤った取扱いをする
と人が傷害を負う可能性または物的損害を
生じる可能性があることを示しています。

クリーンドライ（高速タイプ）

F06253R 2004.5

電源には漏電遮断器を取付けてください。

故障や漏電の際に、感電するおそれがあります。

電源コードは、定格仕様の物を使用し確実に接続してください。

接続が不十分だと火災のおそれがあります。

製品の改造や分解をしないでください。

感電、火災、けが、故障のおそれがあります。

屋外や浴室など湿気が多い場所や直接水のかかる場所には取付けないでください。

漏電して、感電、火災または故障のおそれがあります。

製品底面から下方１０ｃｍ以内に物を置かないでください。

また、凸凹のある壁面には取付けないでください。

本体動作時、吸気のさまたげになり製品の機能が十分に発揮されないおそれ

があります。

本体は十分強度がある平らな壁面に確実に取付けてください。

落下してけがをしたり、破損するおそれがあります。

腐食性ガスや可燃性ガスなどの雰囲気中には取付けないでください。

製品内部の機器が故障し、誤動作するおそれがあります。

安全上のご注意 （安全のために必ずお守りください。）1
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取扱説明書（保証書付）

品番 ： F２７０７  ： F３０１９  ： F０６２５２R 品番  ： F０５７３

（φ４.５×３０）

（速結タイプ）
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（コンセントプラグ使用時は3-3から参照ください）

電源工事は電気工事業者に依頼し、電気設備技術基準や内線

誤った電気工事は、感電、火災の原因となります。

TYC300型 （１００V）は、定格１５A・AC１ ００Vの漏電遮断器を単独で設置してくだ

さい。

TYC301型 （２００V）は､定格１０A・AC２ ００Vの漏電遮断器を単独で設置してくだ

さい。

スイッチボックス（JIS C ８３４０）を壁面に埋込み、電源線（６００Vビニル絶縁電

線、またはVVFケーブルφ １.６またはφ２.０の単線）を配線します。

６００Vビニル絶縁電線（より線）の場合、電源端子台（速結タイプ）への接続には、絶縁

被覆付圧着端子（松下電工製WV２ ５００/WV２ ５０１）をご使用ください。

スイッチボックスの中心位置は、以下の通りとしてください。

（※ベースプレート取付穴が標準取付高さ１２６０mm を目安で取付けられる場合）

上下方向…床面より１１００mm 、左右方向…中心より７７mm

電源線は壁面から３００mm 程度出しておいてください。

電源には漏電遮断器を取付けてください。

故障や漏電の際に、感電するおそれがあります。

落下してけがをしたり、破損するおそれがあります。

3-1

3-2

1

2

※

ベースプレートを取付ネジ（φ４.５×３０）３本を用いて、確実に壁面に固定します。

タイルやコンクリートの壁面に取付ける場合には、カールプラグ（現場手配）や

AYボルト（現場手配、呼び径M５）などを使用して取付けてください。

TYC300型の電源は、 単相１００Vを印加してください。２００Vを印加すると製品（基板）が

故障します。

TYC301型の電源は、 単相２００Vを印加してください。１００Vを印加すると作動しません。

※ベースプレートの取付穴位置は、床面から１２６０mm を目安にしてください。

９

７

５５

取付ネジ（３本）

（φ４.５×３０）

取付ネジ（２本）

（φ４.５×３０）

（標準取付高さ）

１２６

１１０

８２

（現場手配）



表面カバー取付ネジ（φ４×１０）２本を取外し、本体ケースに取付けている表面

カバーを取外します。

表面カバーは①表面カバー下部を手前に引き、②製品上側へ押し上げるよう

にして取外してください。

本体ケース裏側の電源線引込み口より電源線を引込み、本体ケースをベース

プレートに引掛けます。

本体ケース下部を取付ネジ（φ４.５×３０）２本で固定します。

自動ドア連動ボックス（オプション）を設置する場合は、自動ドア連動用ハーネス（オプ

ション付属品）を同時に引込んでください。

（「自動ドア連動ボックス（オプション）の接続方法」の項参照）

3
本体ケース内に引込んだ電源線を電源端子台に接続します。

６００Vビニル絶縁電線（より線）の場合は、絶縁被覆付圧着端子（松下電工製WV２ ５００／

WV２ ５０１）を使用し電源端子台に差込んでください。

表面カバーを本体ケースに取付け、表面カバー下部を表面カバー取付ネジ

（φ４×１０）２本で固定します。

表面カバーは①本体ケース上部にある開口部に表面カバー内側のフックを

差込み、②かぶせるようにして取付けてください。

水受けトレイは水受けストッパー下部ガイドに取付けます。

自動ドア連動ボックス（オプション）を設置する場合は、自動ドア連動用ハーネス（オプショ

ン付属品）を自動ドア連動用中継ハーネスコネクタ（P７）に接続してください。

（「自動ドア連動ボックス（オプション）の接続方法」の項参照）

表面カバーを取付ける際は、電源線やリード線等をかみ込まないよう、注意しながら作業

してください。

水受けトレイは奥まで確実にスライドさせて取付けてください。

4

5

表面カバー取付ネジ（２本）

（φ４×１０）

取付ネジ（２本）

（現場手配）

（現場手配）

（φ４.５×３０）

１５mm

（速結タイプ）

表面カバー取付ネジ（２本）

（φ４×１０）



電源にコンセントを使用する際は、定格仕様のコンセントを

他の機器と併用するとコンセントなどが発熱し、火災のおそれがあります。

コンセント（定格１５A  AC１２５V）を単独で設置してください。

※ プラグ付き電源コードは、必ず別売品（品番 ： TYC502） を使用してください。

コンセント（定格１０A  AC２５０V）を単独で設置してください。

※ プラグおよび電源コードは、定格仕様の物を現場にて手配してください。

※ 別売品（品番 ： TYC502） はご使用になれません。

※ 電源コードは、被覆外径φ９mm 以下のものを使用してください。

落下してけがをしたり、破損するおそれがあります。

3-3

1

プラグ付き電源コードが既設および新設のコンセントまで届くことを確認の上、

ベースプレートを取付ネジ（φ４.５×３０）３本を用いて、確実に壁面に固定します。

タイルやコンクリートの壁面に取付ける場合には、カールプラグ（現場手配）や

AYボルト（現場手配、呼び径M５）などを使用して取付けてください。

※ ベースプレートの取付穴位置は、床面から１２６０mm を目安にしてください。

TYC300型の場合は

９９

５５

取付ねじ（３本）

（φ４.５×３０）

取付ねじ（２本）

（φ４.５×３０）

（標準取付高さ）

１２６

８２



表面カバー取付ネジ（φ４×１０）２本を取外し、本体ケースに取付けている表面

カバーを取外します。

表面カバーは①表面カバー下部を手前に引き、②製品上側へ押し上げるよう

にして取外してください。

本体ケース裏側の電源線引込み口より電源線を引込み、本体ケースをベース

プレートに引掛けます。

本体ケース下部を取付ネジ（φ４.５×３０）２本で固定します。

自動ドア連動ボックス（オプション）を設置する場合は、自動ドア連動用ハーネス（オプ

ション付属品）を同時に引込んでください。

（「自動ドア連動ボックス（オプション）の接続方法」の項参照）

プラグ付き電源コードは、本体正面よりみて右下側へ配置しながら、本体ケースを取付け

てください。

コードが壁面と本体ケースとの間にはさまれないように十分注意してください。

2
プラグ付き電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったり、

ひっぱったり、重いものを載せたり、たばねたりしないでください。

プラグ付き電源コードが破損し、感電、火災のおそれがあります。

本体ケース裏側の電源線引込み口より引き込んだプラグ付き電源コードを

電源端子台に差込みます。

プラグ付き電源コード（別売品 ： TYC502） を使用する場合は、付属のコードクランプ

１個とタッピンネジ（φ４×１２）１本にて本体ケースの電源線引込み口上にあるコード

クランプ固定部にプラグ付き電源コードを固定してください。

また、プラグ付き電源コード（別売品 ： TYC502） を使用されない場合は、市販のコード

クランプ及びタッピンネジ（φ４×１２）を現場にて手配し、取付けてください。

3

（φ４×１０）

（φ４.５×３０）

（速結タイプ）

（φ４×１２）



1
本体ケース内に電源線を引込む際に、自動ドア連動用ハーネス（自動ドア連動

ボックス付属品）も同時に引込みます。

（図は電源線直結方法にて施工した場合です）

表面カバーを本体ケースに取付け、表面カバー下部を表面カバー取付ネジ

（φ４×１０）２本で固定します。

表面カバーは①本体ケース上部にある開口部に表面カバー内側のフックを

差込み、②かぶせるようにして取付けてください。

水受けトレイは水受けストッパー下部ガイドに取付けます。

表面カバーを取付ける際は、電源線やリード線等をかみ込まないよう、注意しながら作業

してください。

水受けトレイは奥まで確実にスライドさせて取付けてください。

4 自動ドア連動ボックス（オプション）4

（現場手配）

（現場手配）

（TYC503付属品）

（TYC503付属品）

（別売品 ： TYC503）

表面カバー取付ネジ（２本）

（φ４×１０）



自動ドア連動ボックス（オプション）

2
本体ケース内に引込んだ自動ドア連動用ハーネス（自動ドア連動ボックス付属品）

を自動ドア連動用中継ハーネスコネクタ（P７）に接続します。

クリーンドライの動作信号によって、自動ドアを「開」するための装置です。

品番 ： TYC503 （希望小売価格 ： ￥２０,０００）

使用方法など詳細は、自動ドア連動ボックスに添付の取扱説明書をご参照願います。

施工が完了しましたら、以下の方法で試運転を行ってください。

屋内電源のブレーカーを「入」にしてください。

または電源プラグをコンセントに差込んでください。

試運転での動作確認が終了しましたら、同梱の「取扱説明書（保証書付）」

をお客様に渡し、製品の使い方について説明してください。

5

1.
・ 

電源スイッチを入れてください。

2.
・ 

吹出ノズルの下に手を差出し、風が吹出すことを確認してください。

3.
・ 

風量切替スイッチ、

風量切替スイッチおよびヒーター入切スイッチを操作し、モードが切替わって

いるか確認してください。

4.
・ 

自動ドア連動の確認（オプションの自動ドア連動ボックス接続の場合のみ）

自動ドアの開閉を含めた一連の動作を行い、正常に機能しているか確認して

ください。

5.
・ 

切替操作は、運転が完全に停止してから行ってください。※

※ 自動ドア連動用ハーネスの配線は、上図を参考にしてください。

コネクタ（P７）


	安全上のご注意
	各部の確認および各部のなまえ
	施工方法
	自動ドア連動ボックスの接続方法
	試運転

